


自己紹介 

・天野雄一郎（35） 

・福岡県出身。 

・大学は経済学部。経済学嫌いのバックパッカーでした。 

・卒業後は（株）JTBに入社。 

・10年程、教育旅行・法人旅行の営業や添乗業務に携わる。 

・田舎暮らしに憧れ2015年に家族で鹿児島県錦江町に移住。 

・2015年、白鳩会に入職。総務職。 

※主に広報、視察対応、利用者さん支援、施設・就労会計の請
求業務全般を担当してきました。 

・2018年、ASIAGAPの指導員資格を取得。花の木農場で働くス
タッフ、障がい者の方々と共にGAPの取組みを始める。 

・2018年、一般社団法人日本農福連携協会の事務局を拝命。 

・2019年、ASIAGAP認証取得（社会福祉法人白鳩会花の木農場） 

・現在は上記の仕事に加え、ソーシャルファームジャパンサ
ミット鹿児島大会の事務局、触法障がい者の処遇に邁進中。 



白鳩会（花の木農場）の４７年のあゆみ 

昭和４７年 
社会福祉法人 白鳩会 設立認可 

昭和４８年 
 おおすみの園 開所 

昭和５３年 
農事組合法人 根占生産組合 

昭和５６年 
 授産施設セルプおおすみ（現花の木ファーム）開所 



おおすみの園

（南大隅町）

セルプ花の木

セルプおおすみ

花の木カノン

（鹿児島市）

花の木大豆工房

花の木冷菓堂
地域活動支援センター

おおすみ

【  (社福)白鳩会の事業所 】 





社会法人白鳩会の農業関連部門の拡大経緯 
 

資料：農林水産省 農林水産研究所 飯田恭子氏による作成 



資料：農林水産省 農林水産研究所 飯田恭子氏による作成 

第2花の木ファーム 



   きょう かん  きょう いく 

「共汗共育」 

経 営 理 念  

働きを大切にする心と より働ける身体と 
働きを作り出す賢さを育て上げて 

一人一人を誇りの高い存在とする楽園としたい 



2019年5月23日 ASIAGAP認証取得！！ 



  

共汗共育 
  

利用者と職員が共に汗を流し、共に育つ。障がいが有る無しに
かかわらず、社会のすべての人が、命を育みながらお互いを理
解し、成長していく。白鳩会は、そんな豊かな大地でありたい
と願っています。私たちの育てる農産物で、お客様や農園で働
く仲間や多くのみなさんの心身の健康を応援し、笑顔を創りま
す。 
  

法令を遵守して安全・安心な農作物を提供できるように、農場
管理の仕組みを継続的に改善いたします。  

 
2018.07.01 社会福祉法人白鳩会理事長 中村隆重 

  

管理点2.2／D0006_02AA 



花の木農場 計４５.１ha 

花の木農場Ⅰ ／２７.６ha 
お茶・にんにく・梅・椎茸・たまねぎ・サラダほうれん草・
ルッコラ・オクラ・さつまいも・じゃがいも・スナップエン
ドウ・ほうれん草・水菜・小松菜・パン・惣菜加工品・ウィ
ンナーソーセージ・ぎょうざ・コロッケ・ブルーベリー・花
卉・生産牛・育成牛・バラ 

花の木農場Ⅲ／１１.２ha 
養豚事業 

花の木農場Ⅱ  
面積６.３ha 
お茶・有機茶・ミニトマト・いちご 















































（花の木ファーム）平成30年度  

作業班 
名称 

従事者数 作 業 内 容 

職員 利用者 

養豚班 ２ １６ 交配・分娩補助,給餌,堆肥取り,豚舎清掃,出荷 

茶園班 ２ １２ 定植,水遣り,薬剤散布，施肥，除草,摘採 

茶製造班 ２ ２ 製造補助，工場清掃，除草 

茶加工班 １ ２ 茶箱詰め，真空パック，しおり入れ，除草 

水耕班 ３ ４ 収穫，出荷準備，双葉取り，ハウス清掃 

にんにく班 ５ ７ 種消毒，種まき，収穫，選別，除草 

トマト班 ２ ３ ハウス設置，芽掛け・水やり補助，除草 

花班 ３ ３ 施肥，水遣り，堆肥づくり，腐葉土づくり 



（第2花の木ファーム 旧セルプ花の木）平成30年度 

作業班 
名称 

従事者数 作 業 内 容 

職員 利用者 

ハム・
ソーセー
ジ班 

１ ４ 浸け込み肉整形，ソーセージづくり，殺菌， 
包装，清掃，出荷準備 

精肉班 １ ２ パック詰め，清掃，出荷準備 

解体班 １ ４ 脱骨，整形作業，清掃 

惣菜班 ２ ５ ハンバーグ・コロッケ・餃子づくり，パック詰
め，野菜きり，計量 

パン班 ２ ５ 種の整形，包装作業，計量 

農耕班 ２ １２ （花の木ファームの土耕作業内容と同じ） 

美化班 ２ ８ 施設内外の清掃 



品目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

摘採（一番茶） 肥料散布 摘採（二番茶） 摘採（三番茶） 肥料散布 堆肥散布 カヤ切り 防霜準備 防霜

被覆（バロン） 整枝 整枝 肥料散布

薬剤散布 薬剤散布

除草・草払い

茶加工（一番） 工場内外掃除 茶加工（二番） 茶加工（三番） 工場掃除 製茶（火入れ）

田植え 水管理 収穫 堆肥・肥料散布

除草・草払い 乾燥・貯蔵 耕運

薬剤散布

鳥獣対策

堆肥・耕運 田植え 水管理 収穫

草払い 除草・草払い 乾燥・貯蔵

薬剤散布・追肥

鳥獣対策

収穫

原木切倒し 原木カット 菌打ち

堆肥散布 牧草梱包 堆肥散布 牧草梱包

牧草播種 牧草播種

エサやり・牛舎清掃・草刈り・分娩補助・セリ（手入れ）

年間作業スケジュール

しいたけ

牛

茶

茶工場

稲作
（早期）

稲作
（普通）



品目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

落ち葉拾い

出荷繁忙期（チャリティー、公園） 出荷繁忙期（バザー、公園）

播種、土づくり、出荷など

収穫・出荷 剪定

収穫・出荷作業 片づけ 耕運・畝たて 収穫・出荷作業

誘引 熱消毒 堆肥・肥料散布 誘引

液肥・薬剤散布 定植 液肥・薬剤散布

摘果、花房・わきめ取り 摘果、花房・わきめ取り

除草・下葉集め 除草・草払い

収穫 出荷作業 芽だし 液肥・薬剤散布

とう摘み 耕運・畝たて 播種 とう摘み

薬剤散布 種割り

除草・草払い 除草・草払い

耕運・畝たて 液肥・薬剤散布 収穫 出荷作業

草払い 定植 除草・草払い

トマト

にんにく

しょうが

ブルーベリー

花苗



（農）根占生産組合の農畜産物 

25.9% 

16.0% 

9.9% 9.3% 9.0% 

8.2% 

2.9% 

2.6% 

0.8% 0.2% 

15.2% 

平成３０年度売上額 

２億１，９６８万円 肉豚 

お茶 

牛 

ニンニク 

水耕野菜 

トマト 

イチゴ 

お米 

土耕野菜 

その他 

レストラン 



花の木ファームの農畜産物 
 （社福）白鳩会 

36.2% 

34.7% 

16.5% 

11.2% 
1.4% 平成３０年度売上高 

６，６８５万円 

養豚 

お茶 

受託業務 

花卉 

その他 



セルプ花の木の製造・加工 
（社福）白鳩会 

45.4% 

19.6% 

20.6% 

9.7% 

3.1% 1.7% 平成３０年度売上高 

５，３５８万円 

精肉 

ハム 

惣菜 

パン 

受託業務 

その他 

かごしまエリアの生産物 
（社福）白鳩会 

平成30年度売上高 
４,９０５万円 



花の木農場 
 
耕作地の所有状況 
 
・(社福)白鳩会／9.8ha 
・(農)根占生産組合／9.1ha 
・借地／26.2ha 
     
合計45.1ha 
 
  

 白鳩会 

2１.７% 

根占生産

組合 

20.2% 

借 地 
58.1% 



 
 
 
 
 
 
 
花の木農場 
 
作付状況(単位千㎡) 
2019年9月17日現在 
 
茶園／70.0       
水田 ／40.0  
飼料畑／40.0 
ニンニク畑／55.0 
トマト畑／3.5 
イチゴ畑／1.6  
ナッパーランド1.7 
(花の苗)温室／1.5  
 その他土耕野菜10.0 
       

計／223.3      
 
 
 
 
 
 

34.4% 

19.7% 

14.8% 

22.1% 

1.7% 
0.8% 

0.8% 0.7% 4.9% 

茶園 水田 
飼料畑 ニンニク畑 
トマト畑 イチゴ畑 
ナッパーランド （花の苗）温室 



 触法障害者受入れの現状 
 

現在 

■矯正施設出所者及び少年院出院者は7名 

そのうち 

■累犯障がい者は4名 

■社会復帰促進センター（播磨）で職業訓練を受けた方が１名 

■更生保護施設草牟田寮・みやざき青雲を経た方が6名 

■他施設処遇困難者・虞犯少年など15名 

※過去の受入や退所者を含めると、３0名以上の受入れ実績。 

※7名のうち１名は農業法人にて雇用。3名は就労継続支援Ａ型                            
を、その他3名はＢ型を利用中。 

※法務省福岡矯正管区と連携し、11月、少年院からの累犯障がい
者受入れの準備を進めている。 

 

触法障がい者の受入れ 



「自分の可能性を信じて」 
 
 僕は生まれてすぐに両親を亡くし、祖父母に育てられました。幼いころからいたずらを繰り返
し、祖父母にはたくさん迷惑をかけてきました。祖父が亡くなってからは、特に生活が乱れ、悪
友とつるんでは深夜徘徊・喫煙・万引き・窃盗・自動販売機荒らしなどで何度も先生や警察に補
導されました。勉強には身が入らず、怒られる度にしっかり生活しようと思うものの、人に流さ
れ楽しいことばかりに夢中になっていた学生時代でした。 
 宮崎の定時制高校入学しましたが、遊びに夢中になり、勉強についていけず中退しました。仕
事は長続きせず、たくさんの季節労働を転々としました。生活に困って悪いことをする人はたく
さんいますが、僕はただただ遊びたくて、そのためのお金が欲しくて、悪いことを続けました。 
 成人してからも、反社会的行動を続け、20歳の時、飲酒運転のため免許停止をなりました。そ
の期間に車に乗り事故を起こした挙げ句逃げたため、警察に逮捕されました。ひったくりなどで
執行猶予期間中だったため、刑務所に入りました。刑務所での生活は本当に辛くて、二度と戻り
たくないと思いました。刑務所では厳しい決まりごとの中でずっと監視されました。出所後、更
生保護法人青雲寮から仕事に就きましたが、また長続きせず、他の仕事も見つからずに就職を諦
め、朝からアルコールに明け暮れました。深夜遊ぶことも増え、お金のない僕は居酒屋に侵入し
再逮捕されました。 
その後も執行猶予付きで釈放されたのに、自動販売機荒らしでまた逮捕。3回目の出所後に再度青
雲寮を利用し、福祉の力を借りて頼ることになりました。その前にも福祉サービスを利用したこ
とはありました。 
 僕はてんかん発作を持っていますが、福祉の手助けはいらないと思っていて、最初は本当に嫌
でした。でも祖母にこれ以上迷惑をかけてはいけない気持ちと周りの勧めもあって、入所を決意
しました。 
 セルプおおすみに入所してからは養豚や花、土方工事やトマトの作業を経験しました。頑張れば理事長や
職員がほめてくれるので、やる気が出てきます。それでも人に流されて、施設内で何度も悪いことをしました。 
 
  



 人からたばこや小遣いを盗ったり、自動販売機や公衆電話も荒らしました。自分の中でモヤモヤ
したり処理できないことを、相談もせずに1人で迷って、気を紛らわすために、してはいけないことを
繰り返しました。 
 理事長や職員はその度に真剣に叱ってくれて、申し訳ない気持ちとこんなことを繰り返せば宮崎
の祖母のところにも帰宅できなくなると思いました。それでもしてしまうのです。 
 一度、帰宅期間中に親戚にいろいろと言われ、嫌になって10日間ほど逃げました。野宿をした
り、漫画喫茶に隠れて過去の自分に戻っていきそうな恐怖と誰にも縛られたくない気持ちがありまし
た。 
 発見されたとき、地元の支援センターの方やセルプおおすみの職員もずっと捜索していたと聞き
ました。こんな僕にも帰る場所があるんだと感じました。 
 あるとき理事長が作業を頑張っていた僕にご褒美だと言って居酒屋に連れて行ってもらったこと
があります。理事長の考えや職員の気持ちを聞いて、自分の目標や夢の話もしました。頑張れば
報われるのは職員も僕も一緒なんだと思います。 
 農作業に取り組み、4万円の工賃をもらっていて、貯金も貯まってきました。祖母の頼みで実家の
お風呂の改装費を出してあげられたときに、やっと孫らしいことができたと嬉しくなり、給料をもらうこ
との充実感を初めて感じました。 
 今、僕が考えることは、祖母のことです。今まで祖母に対して暴力をしたり、脅したり、裏切り続け
てきたのに、92歳になった今でも僕が帰宅すると喜んでくれます。最近は肺炎を起こして入院して
いますが、見舞いに行けば喜んでくれます。将来はもう一度祖母と暮らして親孝行がしたいです。
これからも僕がどのように成長していくのかをたくさんの人に見てもらって自分と同じような境遇の
人の励みになれれば嬉しいです。 
 僕はまだまだ可能性がたくさんあります。いろんな人の協力は必要ですが、裏切り続けた人生か
ら抜け出して、みんなの期待に応える男になっていきたいです。 
 



利用者と接して感じること 

触法障がい者の受入れ 

【農業で働く意味や良さ】  
 
・これまで失敗もあったが、衣食住+働く場所の「安定」が概ね触法障がい者の
方々の「安定」に繋がる。 
 
・農業を通して、自然にふれあうことで、心に大きなゆとりが生まれた。 
 
・農業と矯正教育は相性が良い。 
 
・農業は居場所と出番がつくりやすい。 
 
・農業は、取り組みに対する成果がわかりやすい。（共汗共育） 
 
・農業に障がいの有無はあまり関係ない。 
 
・当然、白鳩会1法人レベルではこの課題は解決できない。農業が合わない方

も、田舎が合わない方もいる。だからこそ、特色のある様々な法人が肩を組ん
で取組む必要がある。 
 
 

 



村木厚子氏特別トークイベント 
触法障がい者に対する地域啓発イベント 

法務省・福岡矯正管区との連携 















農福連携宣言 
 

私たちは、農福連携によって地域の多様な主体の役割をつくり、主体を繋げ、地域の生活と経済をつくり、支えていきます。  
 
昔、終戦頃まで、多くの地域には「百姓」という百の姓（血縁）を持つ人々が働き、生活していました。農作物を生産し、魚・猪・鹿などの狩
猟を行い、燃料や家などの材となる木を伐り、自らの手で衣服・家・家具・雑貨・燃料などを生産してきました。  
「百姓」によって農林水商工業が行われ、また生産・消費という行為が一体として行われていました。そして子供、障がい者、女性、高齢者
等のさまざまな人々が役割を持ち、一人ではできないときには家族、それでもできないときには地域住民が繋がり、協力し合い、互いの生
活と経済を支えてきました。  
しかし、分業と効率化によって農林水商工業が分断、生産と消費が分断、さまざまな人々が分断、家族が分断、地域コミュニティが分断さ
れてきました。  
 
元来、私たち人間は、多様な人間、そして自然との繋がりの中でそれぞれが役割を果たすことで、生きてきたのです。  
農福連携は、単に農業や福祉の課題を解決するのではなく、単なる6次産業化でも農商工連携でもありません。また単に「業」を繋げるの
でもなく、人々の想いと信頼の力を引き出すことができる「福」を通して、分断されてきたすべてのものを今日的に繋げ、地域の生活と経済
をつくり、支えていくのです。  
すべての「いのち」の役割をもう一度、再発見し、引き出し、社会や自然のために役立てていくのです。  
 
その第一歩が、障がい者が農業で働くという農福連携です。障がい者が働くという役割を果たし、農業は働く場を提供するという役割を果
たします。その結果、障がい者は新たな働く機会を見出し、より高い賃金を実現します。農業生産者は新たな担い手・労働力を確保でき、
さらには福祉サービスを提供することによる新たな収入の機会を得ることも可能となります。  
そして農（林水含む）は、単に生産物（モノ）を供給するだけでなく、リハビリテーション、レクリエーション、教育などのさまざまなサービスを
提供します（「農生業（のうせいぎょう）」）。また福には、障がい者だけでなく、高齢者、生活困窮者などの多様な人々が加わります。  
 
農福連携の先には、農福商工連携や農福医（療）連携や農福教（育）連携などさまざまな連携があります。地域によって、連携の内容そし
て参画する主体は異なります。実はそれが多様な地域をつくり、支えることになります。  
私たちが目指すのは、多様な主体が役割を果たすことで、多様な地域をつくり、一人一人の個性ある笑顔が世の中で溢れることです。 ２ 



農福連携（ノウフク）の目指す方向 

農業労働力の確保 

耕作放棄地の発生抑制 

荒廃農地の解
消 

農業経営の維持・拡大 

農地の維持・拡大 

担い手の確
保 

雇用の場の確保 

賃金・工賃の向上 
コミュニティの維持 

交流の活発化 

地域再生 

地域活性化 

生きがい リハビリ 

就労訓練 

障害者等の自立 

農業 地域 福祉（障害
者） 

持続可能な社会 

食 

農業×福祉 

農業×福祉×地域 

ノウフクＪＡＳ 

林業 

水産業 

６次産
業 

生活困窮者 

刑務所出所者 

引きこもり 

高齢者 

ＳＤＧｓ 
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一般社団法人日本農福連携協会の取り組み～ノウフクプロジェクト～ 

〇 日本農福連携協会では、農福連携に関わる団体をつな
ぐ  
 プラットフォームとして、「繋ぐ（フォーラム）、「伝える（セミナ 
 ー）、「売る（マーケティング・ブランディング」といった役割 
 を果たすことで、それぞれの取組が効果的に連動し、農福 
 連携に共感する様々な立場の方がこれに参画できる全国
的 
 な取組に発展することで、持続可能な社会の実現を目指し 
 ます。 
 
〇 このため、協会では、①フォーラムやマルシェ開催などを  
 通じた情報 発信や啓発活動、②セミナー等による農福連  
 携推進のため の人材育成、③農福連携全体のサスティナ 
 ブルブランド化・ 販路開拓・販売促進活動などを通じて、
農 
 福連携が持続可 能で多様な人々が関わる共生社会の実 
 現につながる活動として、「ノウフクプロジェクト」を展開中 
 
〇 ８月１９日現在の会員数は、正会員４１、準会員８、賛助 
 会員（個人及び団体）３２、特別会員３、サポーター会員４ 
 
 ４ 



ノウフクJASについて 

５ 

ノウフク 



６ 
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〇 JAS制度の枠組み（新たなJAS 制度） 

８ 



〇 JASマークの表示 

〇 特色のある規格のJASマークは、有機食品、地鶏肉など４種類。今後、特色のあるJASマークの制定・活用の増大が見込まれる中、 
  マークの訴求力の分散を付ぎつつ、マークの認知を高めることが不可欠。 
〇 このため、特色のあるJAS認証の内外における訴求力を高めるため、新たなイメージのマークを制定し、有機JASマークを除く３種類の 
  マークを統合するとともに、その規格の内容を端的に示す標語をマークに付与。 

９ 



障害者が生産した農産物で
す。 

可哀そうだし、社会
貢献にもつながるか
ら買ってあげようか
な。品質も良さそうだ
し 

消費者 

バイヤー 

障害者が生産した
農産物って、品質と
かはどうなの？ 

一般の農産物と同じよ
うにJAに集荷するか、
直売所等で販売しよう 

・・・・・・ 

トマトは１袋２０
０円で売ろう 

規格がないと 

消費者 

バイヤー 

自らの取組を規格として定めて
活用すれば、その取組が確かな
ものであることの説明や証明が
容易になり、更に「強み」を規格
にすれば、アピール力や訴求力
が向上 

JASで定められた生産方法の基準を
満たしており、認証を受けています。 

ノウフクトマト！ノウフクとは障害者が農林
水産物の生産行程に携わる取組なんだ。
国が認証している物だし、品質も良さそう
なので買おうかな。 

農福連携は、持続可能な社会の実現に
もつながる取組だし、国が認証した農産
物で、品質も確かだから、他の農産物よ
りも少し高くして売ってみようかな。 

規格があると 
JASのメリット 

１０ 



〇 ノウフクJASについて 

【正式名称】 

 障害者が生産行程に携わった食品の農林規格（平成31年3月29日農林水産省告示594

号） 

【適用範囲】 

 障害者が農林水産業における生産行程に携わった生鮮食品及びこれらを原材料とした

加工食品について規程 

【認証を行う農林物資の区分】 

 ノウフク生鮮食品、ノウフク加工食品 

【要求事項】 

 〇ノウフク生鮮食品 

   ◈当該農林水産物の生産に直接関連する主要な生産行程（栽培、飼養、養殖、収穫

（収獲）等）に障害者が携わって  

   いること。 

   ◈外部からの問い合わせに応じて、当該ノウフク生鮮食品の主要な生産工程のうち、

障害者が携わった主要な生産行   

   程を回答できるものであること。 

 〇ノウフク加工食品 

   原材料としてノウフク生鮮食品を1種類以上使用すること 

 

１１ 



１２ 

ノウフ
ク 











日本では障がい者が貧困当事者。 
ノウフクで工賃・賃金・QOLの向上を目指します！  



ノウフクで持続可能な農業を。 
 



ノウフク連携で作られた生産物、そこで働く人の健
康、食べる人の健康を通じて、福祉という幸せに繋
がる。 



ディーセントワーク 
→障がいのある方だけでなく、全ての人がやりがい

のある仕事を通じて生産に関わると、持続可能な経
済成長に繋がる。 
 



障がい者を含めた社会的弱者に対する格差や貧困
をなくすために、ノウフクを。 



ノウフクを通じて生み出される持続可能な社会と地
域コミュニティ。 



ノウフクを通じた持続可能な消費と生産のパターンを
確保。 
→GAPの取組みやノウフクＪＡＳなど。 



耕作放棄地の解消。里山の保全。 



ノウフク連携は、平和で包括的な社会の実現を目指
す取り組み。 



ノウフク連携を通じて、様々な人たちを巻き込んで、
様々な枠組みを越えて、様々な主体で、皆で、連携し
ていきましょう。 




